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ヘルスケア産業支援室 (SUSCARE™)

ヘルスケア産業の製品開発を支援
　本事業は，「美と健康」に関わるヘルスケア産業の活性化のため、「価値がみえる」製品の開発をコンセプトに、化粧品分
野を主軸に、食品・医療分野の製品化・事業化を目指します。医療材料開発で培った生物工学をベースとした経験と技術
を活かした有用性評価系を提供し、都産技研の職員がお客さまのご要望にお応えします。

　お客さまが開発する製品の「価値をみせ
る」ための評価体制を整えて、製品化・事業化
を支援します。

化粧品を中心としたヘルスケア
製品開発をトータルサポートします

導入機器例

　原料の分析から機能性・安定性の評価まで対応するヘルスケア産業支援
拠点「ヘルスケア産業支援室(SUSCARE™)」を都産技研本部3階に新設し、
2020年4月からの運用開始に向けて整備を進めています。製品の開発ス
テップに応じた機器を導入します。

SUSCARE ™とは？
「sustainable（持続可能な）」＋「healthcare（健康管理）」の造語です。本事業の支援拠点
となる「ヘルスケア産業支援室」が一定した品質の製品づくりを「維持・継続」できる場とな
り、また利用者が親しみやすいよう、呼称を考案しました。

▪︎依頼試験
　原料および製品の分析・機能性・安定性の評価試験を受託します。
▪︎機器利用
　SUSCARETMにある装置をお客さま自身で
　ご利用いただけます。
▪︎研究開発
　動物実験代替試験法を開発し、有用性評価への
　利用を目指します。
▪︎海外展開支援
　海外への製品展開を検討するお客さまへの
　相談窓口をご用意します。
▪︎人材育成
　開発製品の適切な評価ができる高度人材を育成する
　セミナーなどを開催します。

医療材料開発で培った生物工学をベースとした
経験と技術を活かした有用性評価系を提供し、 

都産技研内の職員が、お客さまのご要望にお応えします。

事業概要

主な支援メニュー

バイオ応用技術グループ〈本部〉 ｜ TEL 03-5530-2671お問い合わせ

バイオ基盤技術を活用したヘルスケア産業支援事業

都産技研は、少子高齢化や健康志向の高まりの中、今後の発展が期待されるヘルスケア産業において製品開発を支
援するため、2019年4月より「バイオ基盤技術を活用したヘルスケア産業支援事業」を開始しました。
ヘルスケア産業支援事業の支援メニューおよび事業の拠点となる「ヘルスケア産業支援室(SUSCARE™)」を
ご紹介します。

「ヘルスケア産業支援室
 (SUSCARE™)」が 2020 年 4月オープン

化粧品・食品・医療産業を支援

開催概要
開催日時　2020年3月6日（金）　13時30分～17時(開場13時)
会　　場　都産技研本部
定     員　100名
参 加 費 　無料

講演① 化粧品の開発動向と感性アプローチによる技術開発　
          花王株式会社　スキンケア研究所　室長　須加 基昭 氏
講演② 化粧品の効能を測定する−近年の皮膚特性の評価手法−　
　　　 エムティーコンサルティング　代表　髙橋 元次 氏　
講演③ 世界に羽ばたく日本の化粧品技術 "その底力の秘密"　
　　　 武庫川女子大学　薬学部　客員教授　神田 不二宏 氏

都産技研ウェブサイトより
https://www.iri-tokyo.jp/
site/bio/suscare.html

内　　容 申込方法SUSCARE™ 
開設プレセミナー
および見学会を
開催します

こんな方におすすめ！
ヘルスケア関連企業および新規参入を

お考えの都内中小企業

製品化・事業化

ご相談

安定性評価

機能性評価有効性

品質保証

分析・物性新規性

皮膚内部に存在する成分量を生体の
ままで測定できる

塗布した化粧品の皮膚への浸透性や
深度を評価できる

in vivo共焦点ラマン分光装置 SPFアナライザー

毛髪強度
試験機

どんな装置？

何ができる？
皮膚に塗布した化粧品の効果を細胞
レベルで確認できる

何ができる？

SPFおよびPA
を測定できる

毛髪の強度が
測定できる

何ができる？

何ができる？

SPFおよびPA
を測定できる

何ができる？

分析・物性

機能性評価

相談エリア

安定性評価

処理前

蛍光物質の細胞への浸透
※画像はメーカー提供資料、カタログより抜粋

処理後

どんな装置？
組織を細胞レベ
ルで、生体のま
まで観察できる

in vivo
共焦点

レーザー
顕微鏡

どんな装置？

何ができる？ 何ができる？

何ができる？

何ができる？何ができる？

どんな装置？
依頼試験

機器利用 研究開発

人材育成 海外展開支援

バイオ基盤技術を活用した
ヘルスケア産業支援
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共同研究事例紹介

ユニバーサル・サウンド
デザイン株式会社
代表取締役
 な か い し  し ん い ち ろ う

中石 真一路 氏

アクセルユニバース株式会社
取締役 COO
　 　 　  か た く ら   し お ん

（左）片倉 詩生 氏
システム部
　 　 　  き し だ   ゆ う す け

（右）岸田 勇介 氏

（左）
デザイン技術グループ
研究員
 か く さ か   れ い こ

角坂 麗子 
（右）
光音技術グループ
主任研究員
は っ と り  あそぶ

服部 遊

　超高齢社会の到来で
　「聴こえ方」が喫緊の課題に

　近年、聴力の衰えと脳の萎縮の関連につ
いて研究が進み、聴こえ方を改善すること
で脳の萎縮を防ぎ、認知症を予防しようと
いう流れが生まれつつあります。超高齢社
会へと突入した現代の日本。「ヒアリングフ
レイル」（聴きとる機能の衰え）という概念
も提唱される中、「どのくらい聴こえている
のか」を簡単にかつ定量的に把握する方法
がないという課題があります。

　「聴こえ方」の研究過程で生まれた
　測定用アプリを一般向けにアレンジ

　ユニバーサル・サウンドデザイン株式会
社代表の中石 真一路 氏が「音の聴こえ方」
に強く関心を抱いたのは、ある難聴の方の
ひと言がきっかけでした。
　「前職でスピーカーシステムの研究をし
ていたとき、難聴者の方に『聴きやすいです
ね』と言われたのです。そこから難聴者の

『聴こえ方』や『聴こえやすい音』を探究する
ようになりました」（中石氏）
　難聴の方にも、相手の言葉が聴こえやす

い環境を届けたい。その一念で同社が都産
技研と共同で開発したのが、対話支援機器

「comuoon®（コミューン）」でした。従来は
補聴器を聴き手側が耳に装着して使用して
いたのに対し、「comuoon®（コミューン）」
は音を発する側がスピーカーを使って「聴
こえやすい音」を届けるもの。まったく新し
いコミュニケーション支援の手段として注
目を集め、これまでに医療機関や介護施設
などに多数導入されています。
　2015年には経済産業省の戦略的基盤技
術高度化支援事業（サポイン）に採択され、

「comuoon®（コミューン）」のさらなる性能
アップが図られることに。その研究の中で、
聴こえの状態を定量的に評価する計測アプ
リの開発を、同社とシステム開発会社のア
クセルユニバース株式会社、都産技研の3
者で行いました。
　「このアプリをフィールドでの実験で使
用したところ、医師の先生方が興味を示さ
れたのです。それを見て、『研究用データ収
集の自動化にとどまらず、これはサービス
化できる』と確信しました」（中石氏）
　こうして誕生したのが、語音の聴きとり
クイズで誰でも簡単に「聴きとる脳の力」の
状態がチェックできるアプリ「みんなの聴
脳力チェック」です。医療や介護の現場で簡
便に使えるようにアレンジされて、2019
年12月に公開されました。

自分の「聴こえの状態」、把握していますか？　聴こえにくい状態を放置すると認知症の発症リスクが高く
なることが報告されています。身の回りの音や言葉を「聴きとる力」への関心が高まる中、特別な機器や設備が
なくても身近な場所で簡単に聴こえ方のチェックができる、タブレット用のアプリケーションが発表されました。
開発に当たったプロジェクトメンバーに、開発ストーリーと今後の展望について伺いました。

簡単に「聴こえの状態」が把握できるアプリケーション

「みんなの聴脳力チェック」

　操作するユーザーの視点に立ち
　画面の「見え方」にも配慮

　開発で重要なポイントとなったのは、アプ
リからの指示でスピーカーから出す音の大
きさを一定にするという点でした。
　「本来ならばサウンドレベルメーターなど
で音量を測って調整するべきですが、使用さ
れる場所に機器があるとは限りません。そこ
で今回は、音量の測定もアプリで一緒にやっ
てしまおうということになりました」（服部）
　「タブレットのマイクで収録した音を信
号処理するノウハウがなく、苦労しました。
服部さんに何度も勉強会を開いていただき
ながら、どうすれば精度良く測定できるか
と、あれこれ試行錯誤しました」（岸田氏）
　本アプリでは、被験者自身がタブレット
の画面上で回答や入力、試験の選択を行う
ため、UI（ユーザー・インターフェース）
も大きなテーマとなりました。
　「ご高齢の方や色覚障害の方が使われる
ことを想定し、自身の研究で得たカラーユ
ニバーサルデザインの知見を活かしまし
た。判別しにくい色の組み合わせを避ける、
背景とボタンの区切りをはっきりさせるな
ど、ストレスを感じずに操作できることを
重視しています」（角坂）
　さらに、こんなひと工夫も。
　「正答率は『100点満点』で表示されます。設
問は20個ですが、100点という言葉には不

思議な魔力があるようで、実地テストの際に
被験者に母音の聴きとりは100点ですよと伝
えると喜んでくれたり、『次こそは100点を取
りたいね』と意欲を示してくれたりしました。
継続して使っていただくための重要なポイン
トになっていると思います」（中石氏）

　ハードが進化しても
　最終的に大切なのは「人」

　今後、アプリをさらに進化させたいと語
るプロジェクトメンバー。都産技研に対し
ても、大きな期待が寄せられています。
　「デバイス（機器）の技術は、日進月歩で
進化しています。ハードが進歩して、今ま
で不可能だった音を測定できるようにな
れば、歩調を合わせてアプリも進化させな
ければなりません。当社だけでは難しく、３
者そろって初めて実現できることです。都
産技研には、引き続きアドバイスをいただ
ければと思っています」（片倉氏）
　「一流の設備を持っているところはほか
にもありますが、都産技研が素晴らしいと
ころは、各分野に優秀な技術者がいること
です。今回のアプリ開発も、音響の専門家
である服部さんと、デザインの専門家であ
る角坂さんのノウハウなしには実現でき
ませんでした。ハードがあっても、ノウハウ
を持った人材がいなければ研究はできま
せん。結局は、人なのです」（中石氏）

お問い合わせ
光音技術グループ
<本部>

TEL 03-5530-2580

ユーザーや実施条件を選択す
るだけで、簡単にチェックの
準備ができる。

スピーカーから流れる単音
節を聴きとり、画面に手書
きで入力。

結果を自動採点。子音・母音それぞれの聴こえ方や、聴
力の推移を把握できる。

難聴者向けスピーカー「comuoon®（コ
ミューン）」。本アプリと組み合わせて使う
ことで、検査のみならず認知症予防や聴覚
リハビリにも活用可能。

デザイン技術グループ
<本部>

TEL 03-5530-2180
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共同研究事例紹介

　「楽に働けるように」ではなく
　身体そのものを健康にしたい

　（有）ハマヤプリンシプルが開発した
「STAYS（ステイ）」は、姿勢を正すことで
身体の負荷を軽減させることをコンセプ
トとした動作アシストウェアです。形状は
上半身に着用するベスト型。背中には2本
のカーボンファイバーをクロスさせて挿入
しており、背骨部分をまっすぐに支えます。
カーボンファイバーは腹部のコルセットと
連動していて、上半身の動作に伴って腹部
を圧迫。この「腹圧」が筋力を補助し、体幹を
安定させると考えられます。
　江森氏はかつて経済産業省が推進する事
業で着用ロボットスーツの開発に携わり、
さまざまな労働環境を見てきたといいま
す。しかし機械的なロボットスーツは高価
で、林業や造船業といった過酷な現場では
転倒などのリスクを伴います。そこでアパ
レル業界での経験を活かし、生地の伸縮力
を活かした製品の開発に取り組みました。
　「当初、ロボットスーツは腰痛の予防が
目的でした。しかし現場では、腰以外にも
負担のかかる作業が多く存在します。腰痛
が改善されたから働ける、ではなく、まず
身体そのものが健康であるべきと考えた

のです」（江森氏）
　腰痛のみならず、姿勢改善を目的として
生まれた「STAYS（ステイ）」は、2018年
夏に試験的に販売を開始。試着後すぐに効
果を実感できることもあり、さっそく酪農
業界や訪問介護大手からオーダーが入りま
した。ただあくまで試作品であり、改善すべ
きことがまだ残っていました。
　「最も急ぐべきだったのは、第三者による
客観的な評価です。開発時は建築資材メー
カーに協力を依頼し、試作品完成後は早稲田
大学と共同で着用者のインタビューを実施
してきましたが、いずれも『楽になった気が
する』などの主観的な意見の収集に留まりま
した。『楽になる気がする』レベルの商品でし
かないかもしれないわけです」（江森氏）

　上半身に着用するウェアが
　下半身も楽にすることが判明

　同社と都産技研との出会いは、新宿区の
推薦で参加した東京イノベーション発信
交流会*2018でした。その後、継続的な技
術相談を経て、2019年度に同社と都産技
研との共同研究がスタート。大島は「日常
生活で使える製品」であることに着目しま
した。

2002年に創業した有限会社ハマヤプリンシプルは、アパレル業界での経験
を活かし、身体的作業負担を軽減するためのアシストウェアを開発してきま
した。さらなる品質向上やコスト削減を視野に、2019年度より都産技研と
共同研究を実施しています。同社代表取締役の江森 浩司 氏と、担当した生活
技術開発セクターの大島 浩幸 副主任研究員に、開発経緯や共同研究の内容
について聞きました。

駆動力を用いず

身体の負担を軽減する
アシストウェア

生活技術開発セクター
副主任研究員
お お し ま  ひ ろ ゆ き

大島 浩幸

有限会社ハマヤプリンシプル
代表取締役
 え も り    こ う じ

江森 浩司 氏

　「多くのアシストウェアは肉体労働の現
場作業を前提につくられていますが、日常
生活で使用したいというニーズもあるは
ずです。構造がシンプルでモーターのよう
な駆動源をもたない『STAYS（ステイ）』は
BtoCにも向いているのではないかと考え
ました。そこで、生活動作の中で「STAYS

（ステイ）」の効果を定量化することにしま
した」（大島）
　そのために都産技研は、「動作アシスト
ウェアの評価手法を開発する」必要があり
ました。「着ると楽になる」という人間の感
覚を、データとして見える化しなければな
りません。そこで、まず朝起きてから夜寝る
までの日常生活に見られる動作から負荷が
高いと思われる動作を抽出。次に、これらの
動作を行う際の全身の多くの筋肉の活動を
筋電計を用いて計測することで、その動作
を行う際に中心として働く筋肉を特定し、

「STAYS（ステイ）」を着用した場合と着用
しない場合でそれらの筋肉の活動を比較。
活動の減少具合によって、「STAYS（ステ
イ）」のアシスト効果を定量化しました。
　「もともと生体計測の技術シーズはあり
ますので、これを応用しました。その結果、
着用後は体幹を支える背中の筋肉（脊柱起
立筋）の活動が小さくなることがわかりま
した。加えて下肢の筋活動も減少している
ことがデータから確認できました」（大島）
　「上半身に着用するウェアにもかかわら
ず、お客さまからは『背中や腰だけでなく身
体全体が軽く感じる』という声がありまし
た。知人のトレーナーからは『体重の7割を
占める上半身を支えているから、下半身も
楽に感じるはず』と聞いていましたが、都産
技研のデータによって効果が裏付けられ、
胸をなで下ろしましたね」（江森氏）

　コスト削減を実現させ
　国内外の現場に広く届けたい

　共同研究には「現行品の改良」というテー
マも設定されています。試作段階では、コル

セットやベルトにコスト面で改善の余地が
ありました。評価方法を確立したことで、改
良後も同等のアシスト機能を保持している
かを確認できるようになったのです。
　「日常生活で着用しても違和感のない
ウェアを目指していますので、コルセット
以外で圧迫力を出す方法などについて試作
を続けています。量産を視野に入れ、縫製や
洗濯なども考える必要がありますので、一
筋縄ではいかないのですが」（江森氏）
　展示会では海外の方の反応も良く、「そ
の場で購入し着て帰る人も多い」と江森氏
は言います。
　「毎日着ているよ、とコメントいただく
のが一番うれしいですね。過酷な現場を見
てきましたので、一人一人の健康が大切で
あると身に染みて感じています。今後は、
スポーツ用や抱っこひもなどへの横展開
も視野に入れています。国内外含めてより
多くの方に届けられるように、今後も都産
技研の皆さまにお手伝いいただけたら幸
いです」（江森氏）
　「江森代表はずっとアパレル産業の道
を歩まれてきた方。その縫製技術と我々
の人間工学的な評価技術との共同研究を
通じて、新たな『STAYS（ステイ）』を生
み出し、QOL（生活の質）の向上に役立
つ製品の開発に貢献したいです」（大島）

お問い合わせ
生活技術開発セクター
〈墨田〉

TEL 03-3624-3731

「STAYS（ステイ）」を着用し、生活動作（階段昇降）による
筋肉の活動を測定する。後方のモニターに筋電位の変化が表示
され、振幅が小さければ筋肉の活動が少ない＝負荷が小さいこと
がわかる。

アシストウェア「ST AYS（ス
テイ）」。背中のカーボンファ
イバーと腹部のコルセットが
連動し、無理なく正しい姿勢
を保つことで身体負荷を軽
減することができるというコ
ンセプト。

＊
東京イノベーション発信交流会
中小企業の製品や技術を展
示し、さらなる製品開発、
販路拡大、企業間交流を促
進することを目的に、都産
技研が主催するビジネスマッ
チング交流会。
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事業紹介

　安全で信頼性の高い製品の開発に
　欠かせない環境試験を支援

　実証試験セクターの環境試験室では、温・
湿度試験、EMC(電気的ノイズ）試験、振動・
衝撃試験などが可能な各種環境試験機器を
備えており、機器利用や技術相談を通じて安
全で信頼性の高い製品の開発を支援してい
ます。環境試験は、製品の機能や状態につい
て、置かれた環境による変化の有無を確認す
るために行います。開発中の製品に対する性
能評価試験、出荷時の輸送を想定した検証試
験、使用中のトラブル発生時と同等の環境で
行う再現試験など、試験の目的はさまざまで
す。そのため、試験対象も工業機器や家電、樹
脂製品や食品など多岐にわたります。昨年は
のべ2000社にご利用いただき、日々多くの
お客さまが環境試験室を訪れています。
　現在の環境試験室は、2011年の本部開設
時に設けられ、開設当時に導入した設備を引
き続き使用してきました。今回リニューアル
に至った背景には、機器の老朽化に加え、環
境試験に対する要求が多様化してきたこと
が挙げられます。近年では、海外規格に対応
したい、製品に通電して動作確認をしながら
試験を行いたい、といった要望も増え、求め
られる試験の幅が広がってきたと感じてい
ました。これからもお客さまの希望に沿った
サービスを提供し続けるために、種々の試験
の要望に応えられる設備へと一括リニュー
アルすることとなりました。

　新設備導入により
　国際規格試験にも対応可能

　リニューアルに伴い、昨年度から段階的
に試験機器の入れ替えを進めてきました。
2019年3月に冷熱衝撃試験機4台、今年1
月に恒温恒湿槽等14台の運用を始めてい
ます。さらに2月に恒温恒湿室2台および
新規設備1台を導入し、リニューアルが完
了する予定です。新規設備の「ハイパワー
恒温恒湿槽」は、現状の恒温恒湿槽では対
応できなかった急速温度変化(15℃ /分)
と湿度変化を同一の槽で実現できます。電
気・電子分野の環境試験規格の一つであ
る、国際規格のIEC60068シリーズでは、
一つの製品に対して低温試験、高温試験、
温度変化試験、温湿度サイクル試験など
種々の試験を実施します。今回の新規導入
によりこれまで複数の槽を入れ替えなが
ら行っていた上記の試験を一回の設置工
程で実施できるようになりました。さらに
高発熱負荷(最大9000 W)まで許容でき
る機器のため、使用時に発熱するヒーター
内蔵の装置や大型LEDなどの通電試験が
可能となりました。

　バージョンアップにより
　可能な試験の幅が広がる

　冷熱衝撃試験機および恒温恒湿槽に関し
ては、同タイプの新型機器に入れ替えてい

都産技研は、実証試験セクター環境試験室の大規模リニューアルを実施し、2月上旬にすべての機器の入れ替えが完了
します。本部移転以来のリニューアルには、どのような背景があったのでしょうか。また新たにどのような試験が可能
になったのでしょうか。実証試験セクターの林 夢愛子 研究員に話を聞きました。

環境試験室の大規模リニューアル

多様な環境試験の
要求にも対応

実証試験セクター
研究員
はやし    ま い こ

林 夢愛子

ます。同タイプとはいえ、対応可能な温湿度
範囲は拡大しているものが多く、「バージョ
ンアップ」と考えていただくと良いでしょ
う。部屋タイプの恒温恒湿室に関しては、2
畳ほどの広さの設備2台を導入しました。
従来は6畳ほどの広さの設備1台が稼働し
ていましたが、利用希望が集中し非常に予
約が取りにくい状況でした。今後は2台に
分散することで、より多くのお客さまにご
利用いただけるようになります。また、2
台を併用し一方を高温、一方を低温に設定
することで「冷凍トラックから炎天下への
移動」といった環境変化の再現が可能とな
り、試験の幅も広がると思います。6畳の
恒温恒湿室は同じ建屋内の別部署にありま
すので、従来どおりの広さが必要な場合は
ご相談ください。
　また、前面がガラス張りになっている、内
部の観察しやすい恒温恒湿槽の台数を2台
から4台に増やしました。これらには試験
中に内部に手を入れるための操作孔があ
り、試験中のスイッチ操作やタッチパネル
操作などが可能です。そのほかにも低湿度
対応の恒温恒湿槽の大型化や、操作方法を
ボタン操作からタッチパネル操作に変更、
内部にケーブルを取り入れる穴のサイズの
拡大と、各機器それぞれ使いやすさの向上
を図っています。これまで機器をご利用い
ただいたお客さまからの「こうなったらう
れしい」という声を、可能な限り反映するよ
う心がけました。

　システム刷新で安全面も考慮
　気持ちも新たに臨みたい

　試験設備以外の部分では、設備の集中管
理システムのリニューアルも行いました。
今回導入したすべての機器に接続し、温・
湿度や装置異常などのステータスを職員
が一か所で確認することができます。環境
試験室はお客さま自身が試験機を操作し
ますので、希望する試験条件が実現できて
いなかったり、誤った設定により異常が発
生したりするケースがあります。こうした
状況が集中管理システム上で可視化され
ますので、職員がすぐにサポートに入れる
ようになります。同時に漏水検知システム
の改善も図っており、安全な事業運営に関
わる機能を拡充させています。
　今回のリニューアルにより、新たに対応
できることが増えましたので、これまで環
境試験室をご利用いただいていた皆さま
はもちろん、まだ利用されていない方も、
一度環境試験室の設備をご覧いただけた
ら幸いです。職員にとっても機器の刷新に
より多くの要望に応えられるようになった
ことは喜ばしく、気持ちを新たに臨みたい
と考えています。今後も利便性の向上に努
めてまいりますので、安全で信頼性の高い
製品開発のために、引き続き環境試験室の
機器をご利用ください。 お問い合わせ

実証試験セクター
〈本部〉

TEL 03-5530-2190

試験の相談から機器の利用まで、私たちがサポートします。
お気軽にお問い合わせください。

急速温度変化が可能な「ハイパワー恒温恒湿槽」。温度範
囲 -70～+180℃、温度変化速度15℃ / 分（無試料）
に対応。

恒温恒湿室を1台→ 2台に増設。予約待ちを緩和すると
ともに、「大型の試験品を、低温状態から一気に高温状態
へ」といった試験も可能になる。
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次号予告 米国でも事業を展開「マイクロバブル・ウォッシュ・システム」

カーボンステッキ

出かけたくなる杖を作りたい
異業種の自社製品開発に挑戦

　平成電子(株)は、1989年の創業以
来、業務用キーボードやレーザープリン
ター用ユニットなどの再生リペア事業を手
がけてきました。2013年に創業者である
先代の社長が病に倒れますが、その後、懸
命なリハビリを経て自力歩行ができるまで
に回復。しかしある日、外出先で転倒、現
在は車椅子で生活しています。
　「家族から持っていくように勧められた
杖を『年寄りに見られたくない』と断ったと
聞きました。杖のイメージさえ良ければ防
げた事故かもしれない。そこで社内ベン
チャーを立ち上げ、杖の開発に着手しまし
た」（若杉氏）
　自社製品の開発、さらにBtoC向けの
事業は経験がなく、まさにゼロからのスター
ト。ユーザーの声から杖が抱える課題を吸
い上げ、デザイナーの廣田 尚子 氏にデザ
インを依頼し、50個以上の試作品を製作
したといいます。パーツを実際に3Dプリン
ターで出力し、使用感を確かめながら完成

へ近づけていきました。
　「一般的な杖はグリップを強く握ってしま
い、手が疲れてしまいがち。そこで自転車の
サドルをイメージし、上から手を乗せる構造
とすることで、握力が弱い方でも扱えるよう
仕上げました。中央部分がシェル状にえぐ
れているので、テーブルなどに立てかけて
も安定し、倒れにくいのも特徴の一つです」

（若杉氏）

グリップを着せ替えられる工夫も
ファッションで杖が選べる未来へ

　約2年の月日を経て誕生した「BONLAB
(ボンラボ) カーボンステッキ」は、見た目にも
こだわりました。杖本体はカーボン素材で強
度と細さを両立させ、グリップは別売りの着
せ替えパーツでカラフルに彩れます。そのデ
ザインは高く評価され、2019年度グッドデ
ザイン賞を受賞しました。
　「再生リペア事業では、限界まで使用され
た製品を扱います。いわば『製品の死に際』
に触れる仕事。傷や塗装の剥げなどが発生
する場所を想像しやすいため、傷つきやすい

グリップは『着せ替え』ができるようにした
い、という思いもありました」（若杉氏）
　「BONLAB(ボンラボ) カーボンステッ
キ」はネットで購入が可能。子や孫からの
プレゼントとして購入されるケースが多い
ほか、杖を必要とする若年層からも感謝の
声が届いているといいます。今後は、折り
たたみや長さ調節ができるタイプを開発す
る予定です。
　「視力を補う道具であるメガネがファッ
ションアイテムになったように、杖もファッ
ションで選べるような未来が作れたらと思
います。杖に対する心理的なハードルが下
がれば、自分の足で外に出かけ、健康寿命
も伸びるでしょう。軽やかに、元気に杖を
使ってもらえたらいいですね」（若杉氏）

自転車のサドルをイメージしたグリッ
プ部分。握るのではなく「上から手を
乗せる」ことで身体の負担を軽減する。

平成電子株式会社
代表取締役

若杉 賢一 氏

「BONLAB(ボンラボ)カーボンステッキ」は「TASKもの
づくり大賞奨励賞」などを受賞し、先代の社長にも好評と
のこと。「とても喜んで、周囲に自慢していました」

平成電子株式会社

氏

グリップの着せ替えのカラーバリエーション
は 4 種類。一番人気は赤。

重さは 195 g と軽量。先端の石突部分はゴ
ムの固さと形状を追求し、斜めに突いても
滑りにくいつくりとした。

58

異業種の企業が開発に挑んだ
デザイン性の高いカーボンステッキ
電子機器などの再生リペア事業を手がける平成電子株式会社は、先代社長の病をきっ
かけに「BONLAB(ボンラボ)カーボンステッキ」を開発。異業種への取り組みながら、
そのコンセプトとデザイン性が高く評価されています。

平成電子株式会社
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料金表

光音技術グループ〈本部〉 ｜ TEL 03-5530-2580

設 備 紹 介

光音技術グループ

S P E C  &  P R I C E

項目 仕様

点灯時間 30 分～ 100 時間（30 分ごと）
100 時間より長い場合は要相談

サンプリング
周期 1 秒

電圧源
外部電源（AC 0-250V 750VA かつ
5A まで / DC 0-30V 5A まで ）、
外付電池、内蔵電池

全光束の時間変動測定システム

主な仕様

お問い合わせ

　測定設備には直径1.6 mの積分球を用いていますの
で、1.2 mの直管ランプなど大きなサンプルも測定でき
ます。外部電源による指定電圧・電流での測定のほかに、
電池による測定にも対応可能です。参考データとして、電
圧の時間変動特性も併せて報告できますので、実使用環
境での電圧と全光束の相関を確認できます。

　照明製品の光出力の全量を表す全光束は、その製品の基本スペックとし
て広く用いられています。全光束は、光出力が十分に安定した状態で測定
された値が通常利用されていますが、照明製品の光出力は時間とともに変
動することがあります。変動する要因として、照明製品の自己発熱による
影響や電池駆動の製品では電池の消耗による印加電圧の変動などが考え
られます。本測定システムでは、全光束の時間変動を測定することによっ
て、これらの変動要因の影響度合いを評価することができます。

図１　測定サンプル一例

回路動作の可視化

活用事例

図２　LED電球の時間変動測定例

時間［秒］

全
光
束
（
相
対
値
）［
a.u.
］

試験料金 中小企業 一般

基本料金（最初の 30 分） ¥9,890 ¥16,790

時間制料金（以降 30 分ごとに） ¥1,380 ¥1,780

　図2は測定サンプルとしてLED電球を測定した
結果です。全光束は点灯直後が一番大きく、その後
はおおよそ75 ～ 90%の間で変動している様子が
確認できます。人間の目にはこの全光束の変動は感
知できないレベルですが、LED保護などの目的で
設計された電気回路が意図どおり駆動していること
を確認することで、回路設計にフィードバックするこ
とができます。

積分球

装置の特徴
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◦TIRI NEWSの無料定期配送およびメールニュース（週1回発
行）の配信をご希望の方は、お名前とご住所（TIRI NEWSの場合）、
メールアドレス（メールニュースの場合）を下記までご連絡ください。

連絡先：経営企画室 広報係 ＜本部＞ 
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TIRI NEWS・メールニュースのご案内

発
行

日
／

2020年
2月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
発

　
行

／
地

方
独

立
行

政
法

人
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
 経

営
企

画
室

 広
報

係
 〒

135-0064 東
京

都
江

東
区

青
海

2-4-10 TEL 03-5530-2521
編

集・印
刷

／
株

式
会

社
大

成
美

術
プ

リ
ン

テ
ィ

ン
グ

　
※

転
載・複

製
を

す
る

場
合

は
、広

報
係

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

アンケートにご協力ください。
アンケートは、ウェブサイトからでも
ご回答いただけます。
こちらの QR コードをお使いください。
今号のチリンは、何ページにいたでしょうか ?
アンケートに答えを書いて送付してください。抽選で記念品をお送りします。

本部 〒135-0064 江東区青海 2-4-10
TEL 03-5530-2111（代表） FAX 03-5530-2765

城東支所 〒125-0062 葛飾区青戸 7-2-5
TEL 03-5680-4632  FAX 03-5680-4635

墨田支所・
生活技術開発セクター

〒130-0015 墨田区横網 1-6-1KFC ビル 12 階
TEL 03-3624-3731（代表） FAX 03-3624-3733

城南支所 〒144-0035 大田区南蒲田 1-20-20
TEL 03-3733-6233  FAX 03-3733-6235

多摩テクノプラザ 〒196-0033 昭島市東町 3-6-1
TEL 042-500-2300（代表） FAX 042-500-2397

バンコク支所（タイ王国） MIDI Building, 86/6, Soi Treemit, Rama IV 
Road, Klongtoei, Bangkok 10110.
TEL 66-（0）2-712-2338  FAX 66-（0）2-712-2339

（地独）東京都立産業技術研究センター

　都産技研 多摩テクノプラザでは、「多摩テクノフェア ビジネス
デー」を開催します。車載機器のEMC技術セミナー、電気安全に関す
るセミナーを開催するほか、車載EMC試験設備の紹介、精密測定、強
度試験、3Dプリント実演などの講習会を予定。また化学物質におけ
る国際規制のあらまし、X線CT装置の技術解説、環境試験やマイク
ロスコープ、繊維性能試験など多彩なプログラムを実施します。皆さ
まのお越しをお待ちしております。

多摩テクノフェア　ビジネスデー開催

受賞報告

開 催 日 時 2020年2月21日(金) 10:00 ～ 17:00
開 催 場 所 多摩テクノプラザ（昭島市東町3-6-1）
参 加 費 無料
参 加 方 法 ウェブサイトより申し込み（当日参加も可能）

ウェブサイト https://www.iri-tokyo.jp/
site/tama/tb2020.html

同 時 開 催 第19回たま工業交流展

開催概要

多摩テクノプラザ〈代表〉｜ TEL 042-500-2300お問い合わせ

　光音技術グループ 海老澤 瑞枝 主
任研究員・平 健吾 研究員・磯田 和貴 
副主任研究員、生活技術開発セクター　
山口 隆志 副主任研究員が、画像関連学
会連合会の第6回 秋季大会において優
秀ポスター賞を受賞しました。

【受賞日】
2019年10月31日
【発表テーマ】
ウェットプロセス
における銀ナノ粒
子の光学的機能の
応用

画像関連学会連合会　
第6回 秋季大会 優秀ポスター賞

　城東支所 上野 明也 主任研究員が、一
般社団法人日本デザイン学会の日本デザ
イン学会年間作品賞を受賞しました。

【受賞日】
2019 年 11 月 8 日
【発表テーマ】
トポロジー最適化を利
用したキッチンカーの
開発
【受賞理由】
トポロジー最適化を活
用した審美性と強度を
両立させる新たなデザ
インフローを提案した
点でデザイン学におい
て優れた成果である

【受賞日】
2019 年 11 月 22 日
【表彰理由】
日本ねじ研究協会の発展並びにねじに関す
る研究・技術の向上と標準化に対する功績

日本デザイン学会
年間作品賞

　実証試験セクター 松原 独歩 主任研
究員が、日本ねじ研究協会より感謝状
を授与されました。

日本ねじ研究協会
感謝状

　都産技研は「江戸・TOKYO 技とテクノの融合展2020」に出
展します。事業案内のほか、都産技研を活用して製品化・事業化に
至った事例を展示します。

「江戸・TOKYO 技とテクノの
融合展 2020」に出展します 開 催 日 時 2020年2月19日（水）10：00 ～ 17：00

開 催 場 所 東京国際フォーラム ホールE・ロビーギャラリー
（千代田区丸の内）

小 間 番 号 特別企画　TOKYO×未来
入 場 料 無料
ウェブサイト https://www.yugoten.jp/
主 催 東京信用保証協会

開催概要

経営企画室　広報係｜ TEL 03-5530-2521お問い合わせ
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